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CＤ-ＲＯＭ版電子シラバスシステムの開発
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　　　　　　　　１．は　じ　め　に

　過去数年の間，インターネットの普及率の上昇はめ

ざましく，特に，通信に関する規制緩和と政府の政策

により，西暦2000年度には,各家庭からの高速インター

ネット接続（ＸＤＳＬ,ＣＡＴＶ,ＦＴＴＨなど）の普及が

始まり, 2001年に入ってからは，多くの業者の参入に

より，価格の低下も伴い，爆発的な普及が始まってい

る。

　また，これと前後してパソコンの更なる高性能化も

進んでおり，いよいよ一家に一台の時代を迎えようと

している。

　このような状況の下で，大学内外におけるパソコン

の利用も真剣に検討されるべき時期にきている。愛知

教育大学においては，2000年度からの新教育課程にお

いて，全学共通科目「情報教育入門」を新設し，新入

生全員に対して√コンピュータリテラシーの修得を義

務づけた。また，大学案内などをＷｅｂページとして

情報発信をして，大学のＰＲ活動などにも利用するよ

うになってきている。

　しかしながら，学生に対するサービス面での情報化

は今一歩立ち後れた感が否めなかった。その一つとし

て，授業内容一覧（以下，シラバスと略す）があげら

れる。愛知教育大学では，授業内容を詳細に記載した

シラバスを作成することにより，学生が授業を選択す

る際の基準としたり，授業の目標を把握して，勉学目

的を明確化するなど，さまざまな期待の下に，平成９

年度から，全学的に「シラバス」を作成するようになっ

た。このシラバスにより，従来よりも，より多くの情

報を利用して,授業の選択ができるようになった点は，

評価に値する。しかし，教員養成課程の学生には，授

業の選択余地がほとんどなかったり，索引などが不十

分なために必要な情報が得られなかったり，重くて持

ち運びに不便だ,といったようにさまざまな理由から，

十分に活用されているとは言い難い状況が続いてい

た。

　そこで我々は，数年前から，冊子として作成されて

きたシラバスの電子化に取り組み，電子シラバスのプ
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ロトタイプを設計して，色々な問題点の把握に努めて

きた。そして，その研究の集大成として, 2001年４月

に，電子シラバスＣＤ-ＲＯＭとして，教職員ならびに

２年次の全学生に配布するに至った。本論文では，プ

ロトタイプによって得られた知見ならびにCD-ROM

作成に至るまでの研究経過について述べ，今後のある

べき姿について展望することとした。

　　　２．プロトタイプシステムの概要(1)

　プロトタイプの設計においては，基本ソフトウェア

のタイプとして，ワープロ･表計算･データベース‥

グループウェア・独自開発，といったタイプを検討し

た結果，やはりデータベースソフトを用いたものに落

ち着いた。

　最終的には，大規模データベースソフトとして定評

のあるオラクル社のOracleを使用することとした。

このOracleにＷｅｂ上からアクセスして各種制御を

行うもので，全体の構成は，図１に示すようなもので

あった。

　　　　　図１．プロトタイプシステムの構成図

　　　３．プロトタイプシステムの問題点

　プロトタイプシステムを運用したところ，システム

自身の問題ならびにシステムを利用する環境要因にお

いて各種の問題点が発見された。これらの問題点につ

いて以下に詳説する。

　　　　３．１　システム自身の問題点

　システム白身の問題点としては，データベースソフ

トOracleとＷｅｂの接続がＯＤＢＣと呼ばれる共通規
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約に基づいた方法しか利用できなかったために，検索

などにおいて十分な機能が利用できなかった点や，

ＨＴＭＬ変換に用いたソフトウェアの新規開発・販売

が停止され，将来の展望が持てなくなった点などが挙

げられる。また，プロトタイプ作成当時のＣＰＵの処

理能力では，多数の利用者からの要求に対して，十分

な処理速度が得られないこともわかった。

３．２　システム利用の際の環境要因に起因す

　　　　　る問題

　プロトタイプシステムにおいては，インターネット

の利用を前提として, Web上からすべての情報にアク

セスするように設計されていた。以下に述べる問題点

は，今日，多くの大学で実用化している電子シラバス

共通のものであるが，何でもＷｅｂ上で見られるよう

にといった風潮からか，あまり問題点として取り上げ

られた研究はない。

　Ｗｅｂ上に電子シラバスを構築する最大の利点は,お

そらく大学内外に幅広くシラバスの情報を提供するこ

とで，大学の情報公開の促進，高校生に対する大学授

業のＰＲなどであろう。

　一方で，大学内にいる学生にとっては，シラバスを

一番利用するのは新学期の始まりなど特定の時期に集

中しており，その際に十分に利用できる環境が整って

いなければ，利用することができない。最近の大学で

は，パソコンの導入が進み，大学によっては，大規模

なパソコンルームを持ち，数百台のパソコンが同時に

利用できる環境が整っている場合もある。しかし，そ

のような場合でも，全学生するからすると，同時利用

の点では，せいぜい10人に１人が利用できる程度で

あったりで，短期間に集中する利用に対しては，利用

環境としては不十分だと言わざるを得ない。この点に

留意せずにシラバスをＷｅｂ上で公開しても，肝心の

学生は利用できず，単にＷｅｂでシラバスの情報を発

信しています，といった宣伝に終わってしまう。

　この点は,最近，多くの大学で,学生の持参したノー

トパソコンを情報コンセントに接続して，インター

ネットにアクセスできるようにしている大学において

も，同様で，いずれにせよ，数人に１人程度が同時に

利用できるだけのパソコンもしくは，情報コンセント

が整備されない限りは，大学内での十分な活用は困難

である。ましてや，シラバスを閲覧するために家庭な

どからインターネットに接続することを期待すること

は無理で，それならば，まだ冊子として配布した方が

利用できる学生は多いかもしれない。

　　　　　　４．電子シラバスの概要

　３．で述べた問題点などを考慮の上，愛知教育大学

における情報アクセス環境の整備状況などを勘案し

て，電子シラバスを少しでも多くの学生に利用しても

らうための形態として，以下のような形態を採ること

とした。ここでは，2000年度以降の入学生が情報教育

入門の授業を受講するために，全員ノートパソコンを

所有していることを前提としている。

①シラバスはパソコン単体で利用するが，学外者向け

　にＷｅｂ版のシステムも用意する

②シラバス閲覧用に専用のシステムを開発する

③単体用のソフトウｅア・データの配布媒体は　CD

　-ROM

④データは別途，データベースソフトで管理する

　このような形態を採用したことによって，利用環境

の問題やインターネット接続のコストの問題，さらに

は，処理速度の問題なども解決でき，また，過去のプ

ロトタイプ運用から得られた機能面での問題点など

も，閲覧用には，専用システムを開発したことで解決

している。

　以下では，シラバスシステムの基本となるデータ

ベースと, Web版のシステムならびにＣＤ-ＲＯＭ版

のシステムの詳細について述べる。

　　　４．１　基本システムとデータ管理

　システムの基本となるデータベースソフ丿として

は,プロトタイプから引き続き, Oracleを利用し,デー

タの登録は, Webを通して行った。 Oracle とＷｅｂ間

は，ＣＧＩ（ＣｏｍｍｏｎGateway Interface)により，専

用のインターフェイスを開発し，接続を行っている。

但し，今回のシステムでは，個々の教官がデータを入

力することは想定しておらず，入力権限を与えられた

者が一括してデータ登録を行っている。このことによ

り，随時データ更新が必要な教官に関するデータベー

スを省略し，システムの簡略化，動作の高速化を図っ

ている。

　　　　　４．１．１　データ登録

　登録内容は，「系別」「授業題目」「学年」「単位」「担

当教官」「期間（前期･後期）」「曜日」「時限」「教室コー

ド」「授業目標・概要」「授業計画・内容」「教科書･参

考書」「評価方法」「備考」の１４項目である。登録は，

サーバ上の決められたＵＲＬにアクセスすることによ

り，図２に示すような登録画面で行う。登録の際には，

系別や学年，単位，期間など定型項目は，選択するよ

うにし，授業科目名や担当教官，授業内容などは，各

教官から提出された原稿に基づいて，手作業で入力し

ていく。ただし，一部の項目については，後から追加

で入力することを許可している。
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　　　　　　　図２　データ登録画面

　　　　4. 1. 2　データ変更

　既登録のデータから，内容を変更したい授業データ

を，図３のような画面で，ラジオボタンにより選択し

て，表示された内容を必要に応じて修正・変更し，そ

のフォームを送信することで，データベースに瞬時に

変更内容が反映される。

　　　　　　図３　データ変更指定画面

　　　　4. 1. 3　データ削除

　既登録のデータから，削除したいデータを，図４に

示す画面のチェックボックスから，すべて選択し，そ

の情報を送信することで,該当に関するデータは,デー

タベース上から削除される。

　　　　　　　図４　データ削除選択画面

　　　　　４．１．４　その他の機能

　誤入力や未入力の項目，あり得ない情報の組み合わ

せなど，登録の際のデータ不備を指摘するエラー

チェック機能や，登録作業を行うユーザ情報を管理す

る機能が用意されている。

　　　　４．２　Ｗｅｂ版シラバスの機能（2）

　Ｗｅｂ版シラバスでは，シラバスデータベースに登録

された内容を，一般のユーザが，授業計画などをWeb

ブラウザを使用して閲覧・検索できるようにするシス

テムで，インターネットを利用できる環境があれば，

大学内・大学外を問わず，内容の閲覧や検索を可能と

するシステムである。

　　　　４．２．１　カテゴリ検索機能

　図５のように表示される画面で，系別の一覧（系別

によっては，さらに専攻・コースで分類される場合も

ある）の中から，系別を１つ選択すると，その系別に

分類される授業の一覧が検索結果として，図６のよう

に表示される。さらに授業内容の詳細を見たい授業が

あれば，該当する授業名を選択することにより，その

詳細を表示することができる。

　カテゴリ検索は，本学の学生のみならす，外部から

の利用者が，本学の授業体系の枠組みを知ることもで

きる機能で，有用なものであると考える。

図５　カテゴリ検索機能

図６　カテゴリ検索結果表示
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　　　　4. 2. 2　キーワード検索機能

　利用者は，図７に示す画面で，検索語を入力し，検

索語はデータベース上の授業情報と照合される。合致

する単語を持つ授業が見つかれば，その一覧を検索結

果が表示されるものである。さらに，授業の詳細を見

たい場合には,該当する授業名をクリックすることで，

その詳細を見ることができる。この検索語は，複数指

定することも可能であり，その場合，入力した検索語

をすべて含むのか，１つでも含んでいればよいのかの

ＡＮＤｿﾞＯＲ検索の指定をすることができる。

　なお，検索処理に要する時間が問題となる場合に備

えて，検索対象を「系別」「授業科目」「学年」「単位」

　「担当教官」「期間」「曜日」「時限」の８項目に限定Ｓ

る検索と，それに加えて，「教室･専攻名」「授業目標･

概要」「授業計画･内容」「教科書･参考書」「評価方法」

　「備考」の６項日を加えたすべての項目を検索対象と

した２つの方法を選択できるようにした。

図フ　キーワード検索結果

　　　　４．３　ＣＤ-ＲＯＭ版シラバス(3)

　本節では，インターネット環境が無くても，学生の

所有するノートパソコンなどにより，利用可能なCD

-ＲＯＭ版電子シラバスについて述べる。この電子シラ

バスの開発にあたっては，当初,ＣＤ-ＲＯＭにデータを

格納して，アクセスする形態を検討した。しかし，全

学年のデータを収録しても10数メガバイト程度に収ま

ることが判明したため，最近のハードディスク容量の

大容量化に伴い，データをすべてハードディスクに格

納しても利用上，問題が無いと判断した。また, CD

-ＲＯＭにデータを格納してアクセスする場合,検索な

どに要する時間が実用に耐えられなくなる可能性も考

慮した。

　動作するパソコンとしては, MS-Windows 95以降

ののいずれかのバージョンが動作するパソコンとし，

実際には, Windows 95，98, Me, NT, 2000などで動

作確認を行っている。

　初めに，ソフトウェアを起動すると図８のような起

動画面が表示され，この画面から各種操作を行い，授

業内容が閲覧できるようになっている。

　　　　　図８　ＣＤ-ＲＯＭ版シラバス起動画面

４．３．１　ＣＤ-ＲＯＭ版へのデータ変換について

　シラバスデータベースは, Oracleデータベース上に

構築されており, Oracleのデータベースを，そのまま

の形式で直接利用する場合，利用者ごとにOracleの

ライセンスが必要となり実用的でない。そこで，パソ

コン単体で使用できるようにするためには，このデー

タを変換Ｓる必要が生じる。本システムでは，データ

変換専用のシステムを開発し，データベースサーバに

構築されたOracle上のシラバスデータベースから必

要なデータを抽出し，汎用に利用できるデータ形式と

してのＰａｒａｄｏｘ形式に変換した。このＰａｒａｄｏｘ形

式を用いたことにより，システムを開発する際に，プ

ログラム内で，データベースの問い合わせ言語である

ＳＱＬを利用することができるため，テキスト形式で

データベースを作成した場合に比べて，データ検索を

高速に処理することができる。

　　　　4. 3. 2　カテゴリ検索機能

　系別に分けられたカテゴリの中から，自分の探した

いものを選ぶ検索方法である。系別によっては，下位

カテゴリが存在するものもあり，階層形式で，ツリー

形式により，カテゴリ選択をする。画面左側から，カ

テゴリを選択Ｓると，選ばれたカテゴリに属する授業

が，画面右側の検索結果一覧に簡易表示される。その

中の授業科目をダブルクリックすることで，詳細を表

示することができるようになっている。

　　　　4. 3. 3　キーワード検索機能

　Ｗｅｂ版と同様，利用者が入力した検索語をデータ

ベース上の授業情報と照合し，合致する単語を持つ授

業が見つかれば，その一覧を検索結果として表示する

ものである。この検索語は，複数指定することも可能

であり，その場合，入力した検索語をすべて含むのか，

１つでも含んでいればよいのかのＡＮＤ／ＯＲ検索の指
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定をすることができる（図９参照）。

　また，検索対象を「系別」「授業科目」「学年」「単位」

　「担当教官」「期間」「曜日」「時限」の８項目に限定す

るカテゴリ検索と，すべての項目を検索対象とした全

文検索を選択できるようにした。

　　　　　　図9　CD-ＲＯＭ版キーワード検索

　　　　　4. 3. 4　検索結果の表示

　カテゴリ検索およびキーワード検索の結果は，図10

のような形式で，画面右側に表示される。ここには，

　「授業科目」「学年」「単位」「期間」「曜日」「時限」が

基本項目として表示され，それに加えて，それ以外の

項目の１つを追加項目として選択できるようになって

いる。

　また，検索結果は，授業コード（系別・学年ごとに

登録順にシステムが割り振る番号）でソートされて表

示されるが，表示項目の最上段に表示されている「授

業科目」「学年」などの項目のボタンをクリックするこ

とで，文字コードにより昇順・降順に並び替えること

ができる。

　この画面では，画面中央下のナビゲータ（矢印のつ

いたボタン）を操作して，「次（前）の授業を見る」「先

頭（末尾）の授業を見る」といったことが行えるよう

になっている。

　そして，にの授業を印刷」と書かれたボタンをク

リックすることで，表示されている授業の詳細を印刷

することができる。

図11　授業詳細閲覧画面

　　　　　５．冊子版シラバス印刷機能

　現在，冊子版のシラバスを作成する際には，毎年授

業の担当者から完全原稿の提出を受け，これを系別・

専攻ごとなどに整理して印刷・製本している。

　冊子版シラバスは，原則として文字数・行数などが

決められているが，授業の中には，授業情報の量が多

すぎて，Ａ４半分のサイズに収めるために，フォント

を小さくするなどして提出・印刷されているものもあ

る。しかし，現在のシステムでは，一定の大きさに収

まるようにフォントの大きさを調整したり，レイアウ

トを変更するといった高度な機能は実現できていな

い。このため，定型の文字数を超えたデータを含む授

業に関しては，印刷時に，レイアウト枠が伸張してし

まうため，ページプリンタで印刷すると，それ以降の

授業の印刷位置がずれてしまう。

　これらの点を除いては，ＣＤ-ＲＯＭ作成に入力され

たデータから，冊子用の原稿を作成する機能が実現で

きた。

　　　　　　　６．システムの運用

　2001年１月から，実際に完成したシステムの運用を

開始した。システムの運用は，まず，基本システムに

おけるデータ入力から始まった。データ入力の際，数

百個のデータを入力し終えたあたりから，入力した

データの登録に非常に時間がかかるようになった。原
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　　　　　　図10　CD-ＲＯＭ版検索結果表示

　　　　　4. 3. 5　授業詳細の閲覧

　検索結果一覧に表示された授業のいずれかをダブル

クリックするか、クリックしてEnterキーを押すと、

その授業詳細を図11のように表示することができる。
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因としては，不正なデータ排除のための入力データ

チェック機能のアルゴリズムに問題があったため，そ

の点を改善することで，この問題は解決した。

　シラバスの原稿の入力は，最多時で５人同時に登録

作業を行ったが，特にシステム運用上の問題は発生し

なかった。

　その後，データ登録がすべて終わった時点で, Web

版シラバスの動作確認を，複数のブラウザソフトで

行った｡そして, Web版シラバスで入力データ確認後，

ＣＤ-ＲＯＭ版シラバス用へのデータ変換を行うと共

に，ＣＤ-ＲＯＭ版のシステムと共に，MS-Ｗｉｎｄｏｗｓ用

に配布用のＣＤ-ＲＯＭのマスターを作成した。

　なお, Web版のシラバスに関しては，基本部分に用

いたデータベースソフトOracleの現有ライセンスで

は, Web上での不特定ユーザの利用ができず，公開で

きていない。

　ＣＤ-ＲＯＭ版のシラバスに関しては，2001年度の２

年次学生および教職員全員に配布された。実際の使用

にあたっては,他のMS-Ｗｉｎｄｏｗｓ用ソフトと同様に，

ＣＤ-ＲＯＭをドライブに挿入するだけで，インストー

ル用のプログラムが実行され，各自のパソコンのハー

ドディスク上に，システムおよびデータがインストー

ルされるようになっている。

　実行速度に関しては, MS-Windows 95発売当時の

パソコンでもストレス無く使える程度の実行速度を得

ることができた。全文検索が最も処理時間を必要とす

るが, Windows 95発売当初のPentium ７５MHz に48

MBメモリという非力なマシンでも，５秒程度で検索

を終えることができた。今後，３・４年次の授業デー

タが増加するとそれに比例して検索時間も増大すると

思われるが，最近のパソコンの性能では，まったく問

題なく使えることがわかった。

　　　　　　　７．ま　　と　　め

　プロトタイプの設計・開発から始まり，長期間の試

行錯誤を経て，実際に配布・利用される電子シラバス

が一応，完成した。

　多量のデータを扱い信頼性が要求されるシステムで

あることから，ソフトウェアの選択からシステム開発

に至るまで慎重な検討と予備実験，動作確認が必要と

なった。

　ただし，汎用のソフトウェアに頼らず，ほとんどを

自前で開発したため，愛知教育大学の授業体系に沿っ

たシステムができたものと自負している。

　現在，このシステムを原型として，高額なライセン

ス料を払わなくとも, Web上でシラバスのデータを公

開できるよう，基本として用いたOracleデータベー

スから離れて，ここ１・２年の間に急速に普及し，信

頼性も向上してきたフリーのリレーショナルデータ

ベースソフトに基幹部分を移行すべく，実験・開発を

進めている。

　また,ＣＤ-ＲＯＭ版の利用に関しては,何らかの形で

利用者の反応をフィードバックして，今後のシステム

開発の参考にしたいと考えている。
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